平成25度事業計画書

平成25年　4月1日から平成26年　3月31　日まで

　　　　　法人名：特定非営利活動法人くまもと学習支援ネットワーク
１  事業実施の方針

　　これまで継続してきた「ひとり親家庭教育支援事業」を継続し、学習の機会に恵まれないひとり親家庭の小中高校生の遅れた学習の取りもどしと学力の向上を図る。また、保護者の就労支援を行う。
　不登校、引きこもり、中退者、就労、就学に自信のない方やニートの方などの相談会を開き、無料の「学習会」にて、基礎学力の向上や学校への復帰、
高卒認定試験、専門学校、大学受験等に向けての学習指導、または、就労につくための面接や一般常識等の就職基礎講座を実施する。

　キャリアコンサルタントや臨床心理士など専門家の指導や支援を受け、計画を立て対象者を支援し、ハローワーク、若者サポートステーション、ジョブカフェ等につなぐ就労支援を行う。

　中学、高校等教育機関や医療福祉機関等と連携し、不登校、中退者に対する可能な限り、漏れのない支援ができるように連携する事業を行う。

２　事業の実施に関する事項

(1)　特定非営利活動に係る事業

	定款の

事業名
	事　業　内　容
	実施

予定

日時
	実施

予定

場所
	従事者の予定人数
	受益対象者

の範囲及び

予定人数
	支出見込額

(千円)

	①個別指導、家庭訪問指導を行い学習支援する事業


	不登校、ひきこもり等の相談を受け、対象者、家族の承認を受けた後、必要であれば、個別訪問をし、相談や学習支援を行う。
ひとり親家庭、保護世帯等学習の機会に恵まれない方の学習支援を実施
	相談を受け、予定を立てて実施
	対象者家庭や縁側事業所、公民館など
	10人
	訪問支援

小中高校からおおむね39歳まで
20人

公民館等での学習支援

100名
	4,400

	②個人面接、講演等による進路指導事業
	各市公民館等にて教職関係者や不登校、ひきこもり中退者やニートとその家族に対し､就労、進学情報と、
関連団体の紹介と個別相談会を実施
	年8市
16回実施
	縁側事業諸や公民館など
	3人
	中学高校不登校中退者、ニート
学校関係者

320名


	400


	③　個人面接、講演等による臨床心理サービス、コーチング事業
	不登校、ひきこもり中退者やニートとその家族に対し相談を受け、必要ならば臨床心理士、社会福祉士等専門家の支援を行う
	相談を受け必要がある場合に実施
	対象者自宅または当法人本部や縁側事業所等
	2人
	中学高校不登校中退者、ニートとその家族
20名
	250

	④　キャリアカウンセリング、ジョブトレーニング、心理カウンセリング、訪問支援事業
　　
	不登校、ひきこもり中退者やニートとその家族に対し相談を受け、就労に向けての啓発活動を行い就労に向けてコーディネートし就労に結びつける。
	相談を受け必要がある場合に実施
	当法人本部や縁側事業所等
	2人
	中学高校不登校中退者、ニートとその家族

20名


	200

	⑤　職業的自立に向けた､セルフコーチング、ソーシャルワークスタディ、就職基礎講座等の各種プログラム事業


	不登校、ひきこもり中退者やニートとその家族に対し相談を受け、段階に応じ、人との関わりを練習する講座などを開き、就労に向けての自信をつけ、就労に結びつける。
	月2回程度実施
24回
	当法人本部や公民館、縁側事業所
	2人
	中学高校不登校中退者、ニートなど未就労の若者とその家族

280名


	400

	⑥不登校、中退者の把握と、支援の連携をするための学校連携事業
	小中高校と連携し､支援を継続することは大切。学校を訪問し､当団体の事業について説明をし、連携協力を図る事業
	月10校を訪問する。240校
	訪問先学校
	2人
	熊本県内小中高校進路指導、スクールカウンセラー、校長、教頭、担任の先生など
	400


平成26度事業計画書

平成26年　4月1日から平成27年　3月31　日まで

　　　　　法人名：特定非営利活動法人くまもと学習支援ネットワーク

１  事業実施の方針

　　これまで継続してきた「ひとり親家庭教育支援事業」を継続し、学習の機会に恵まれないひとり親家庭の小中高校生の遅れた学習の取りもどしと学力の向上を図る。また、保護者の就労支援を行う。

　不登校、引きこもり、中退者、就労、就学に自信のない方やニートの方などの相談会を開き、無料の「学習会」にて、基礎学力の向上や学校への復帰、

高卒認定試験、専門学校、大学受験等に向けての学習指導、または、就労につくための面接や一般常識等の就職基礎講座を実施する。

　キャリアコンサルタントや臨床心理士など専門家の指導や支援を受け、計画を立て対象者を支援し、ハローワーク、若者サポートステーション、ジョブカフェ等につなぐ就労支援を行う。

　中学、高校等教育機関や医療福祉機関等と連携し、不登校、中退者に対する可能な限り、漏れのない支援ができるように連携する事業を行う。

２　事業の実施に関する事項

(1)　特定非営利活動に係る事業

	定款の

事業名
	事　業　内　容
	実施

予定

日時
	実施

予定

場所
	従事者の予定人数
	受益対象者

の範囲及び

予定人数
	支出見込額

(千円)

	①個別指導、家庭訪問指導を行い学習支援する事業


	不登校、ひきこもり等の相談を受け、対象者、家族の承認を受けた後、必要であれば、個別訪問をし、相談や学習支援を行う。

ひとり親家庭、保護世帯等学習の機会に恵まれない方の学習支援を実施
	相談を受け、予定を立てて実施
	対象者家庭や縁側事業所、公民館など
	10人
	訪問支援

小中高校からおおむね39歳まで

20人

公民館等での学習支援

100名
	4,400

	②個人面接、講演等による進路指導事業
	各市公民館等にて教職関係者や不登校、ひきこもり中退者やニートとその家族に対し､就労、進学情報と、

関連団体の紹介と個別相談会を実施
	年8市

16回実施
	縁側事業諸や公民館など
	3人
	中学高校不登校中退者、ニート

学校関係者

320名


	400



	③　個人面接、講演等による臨床心理サービス、コーチング事業
	不登校、ひきこもり中退者やニートとその家族に対し相談を受け、必要ならば臨床心理士、社会福祉士等専門家の支援を行う
	相談を受け必要がある場合に実施
	対象者自宅または当法人本部や縁側事業所等
	2人
	中学高校不登校中退者、ニートとその家族

20名
	250

	④　キャリアカウンセリング、ジョブトレーニング、心理カウンセリング、訪問支援
　　事業
	不登校、ひきこもり中退者やニートとその家族に対し相談を受け、就労に向けての啓発活動を行い就労に向けてコーディネートし就労に結びつける。
	相談を受け必要がある場合に実施
	当法人本部や縁側事業所等
	2人
	中学高校不登校中退者、ニートとその家族

20名


	200

	⑤　職業的自立に向けた､セルフコーチング、ソーシャルワークスタディ、就職基礎講座等の各種プログラム事業


	不登校、ひきこもり中退者やニートとその家族に対し相談を受け、段階に応じ、人との関わりを練習する講座などを開き、就労に向けての自信をつけ、就労に結びつける。
	月2回程度実施

24回
	当法人本部や公民館、縁側事業所
	2人
	中学高校不登校中退者、ニートなど未就労の若者とその家族

280名


	400

	⑥不登校、中退者の把握と、支援の連携をするための学校連携事業
	小中高校と連携し､支援を継続することは大切。学校を訪問し､当団体の事業について説明をし、連携協力を図る事業
	月10校を訪問する。240校
	訪問先学校
	2人
	熊本県内小中高校進路指導、スクールカウンセラー、校長、教頭、担任の先生など
	400
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